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研究成果の概要（和文）：　本研究では、認知言語学の初期の頃からの中心的なテーマである前置詞の基本的な
意味関係（多義性、類義性、反義性）の記述・分析を行う。本研究の研究成果は以下の三点に要約できる。第一
に、身体性に注目した前置詞の意味記述を進めることで、辞書の執筆を行った。第二に、前置詞の基本的な意味
関係を定量的に考察するため、言語コーパスに基づく意味分析手法を構築して改良した。第三に、言語機能を動
機づける要因としての身体性に注目することで、前置詞やその副詞形である不変化詞には身体基盤に基づいて、
内容的な意味から拡張した文法機能や談話機能が存在する点を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project focuses on the basic lexical relations of English prepositions,
 which has been studied in the field of cognitive linguistics from its inception. The achievements 
of the projects can be summarized as follows: First, this project described the polysemous nature of
 prepositions and basic lexical relations among prepositions in terms of linguistic embodiment. Its 
results are used for writing the dictionary entries of prepositions in an English Japanese 
dictionary. Second, this project proposed a corpus-based method to describe the semantic and 
pragmatic characteristics of prepositions, and then, tried to improve the methodology. Third, by 
focusing on linguistic embodiment, this project revealed that various types of grammatical and 
discourse functions are entrenched in a large number of prepositions, which emerge through our body 
experience.

研究分野： 認知言語学、構文文法、コーパス言語学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 研究全体の背景 
 語と語がどのような関係にあるかという
問題は、「言語は世界を分節する網の目」と
主張するソシュール以降、現代の言語学の中
心的な課題となり、構造主義の意味成分分析、
ウォーフによる言語相対論、語彙の意味論
（Lexical Semantics）など、様々な分野で研
究されてきた。1980 年代に起こった認知言
語学では、語彙間の関係をカテゴリー化の問
題として捉え直すことで、反義性や類義性な
どの基本的な語彙関係が人間の認識の仕方
に強く動機づけられている点を明らかにし
た。基本的な語彙関係には、人間による世界
の認識の仕方（＝カテゴリー化の方法）が反
映されるため、現在、カテゴリー化に注目し
た基本的な語彙関係の分析が行われている。 
 
(2) 先行研究の問題点 
 一方で、現在行われている基本的な語彙関
係の分析には、以下の問題点が見られる。 
 (1) 意味のネットワークの記述が主観的に
されており、実証的な裏付けが不十分である。 
 (2) 意味を生成する基盤としての身体の役
割の考察が不十分であるため、意味のネット
ワークを動機づける基盤の分析や、周辺的な
意味の記述に不備が見られる。 
 従来の語彙関係の分析では、データ不足や
方法論の未整備のため、語彙関係の実証的な
研究は進んでいなかった。一方、理論的な考
察や学際的な研究が進み、豊富なデータを使
用できる現在、意味を生成する基盤としての
身体に注目した実証的な研究を行う準備が
整っている。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、これまでの研究成果を踏ま
えて、英語の前置詞の体系に見られる様々な
語彙関係を詳細に記述して、前置詞の多様な
振舞いを動機づける認知的な基盤を考察す
る。また、研究全体を通じて、言語のカテゴ
リー化を記述的・理論的に研究する際に必要
となる 3種類の実証的な研究方法を提示する。
さらに、得られた記述や知見を実践的に応用
して、言語使用を反映した辞書の執筆や、英
語の教材開発を行う。 
 
(2)本研究の目的は、具体的には、以下の 4 点
にまとめられる。 
①記述研究：類義性・反義性・多義性など、
前置詞に関わる様々な意味ネットワークに
注目して、英語の前置詞体系の詳細な記述を
行う。特に、類義的・反義的な前置詞に見ら
れる非対称的な特徴に注目する。 
②理論研究：前置詞の意味のネットワークを
動機づける基盤としての身体の役割に注目
しながら、類義的な前置詞が出現する環境の
違いや、反義的な前置詞の対（up-down, 
above-below など）に見られる非対称的な意
味拡張がどのように生じるのかを考察する。 

③方法論：学際的な見地から、言語学の質的
な研究方法に、定量的なコーパス研究と心理
実験を組み合わせ、実証的な収束証拠
(convergent evidence)を供給する研究手法
を提示する。 
④応用研究：前置詞の体系的な意味の記述や、
語彙ネットワークを動機づける要因の分析
を応用することで、英和辞典の前置詞の項の
執筆や、英語の教材開発を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 前置詞の体系的な記述とその基盤 
(a) 反義的な前置詞に見られる非対称性と

その基盤（平成 26 年度～平成 28 年度）： 
up-down、over-under などの反義的な前
置詞の対の間に見られる非対称的な意
味拡張を体系的に記述することで、言語
レベルの非対称性を動機づける認知的
な基盤について論じる。 

(b) 類義的な構文とその基盤（平成 26 年度
～平成 27 年度）： 類義的に使われる前
置詞や句動詞のコーパス内に頻出する
共起パターンを考察することで、類義的
な語句が実際は異なる文脈で使われる
点を明らかにする。また、類義的な語句
に見られる異なる文法的・意味的な振舞
いが、前置詞の空間的な意味に動機づけ
られる点を明らかにする。 

(c) 意味を生成する基盤としての身体の役
割（平成 27 年度～平成 29 年度）： 前置
詞の多様な振舞いの意味的な基盤を考
察するために、意味を生成する基盤とし
ての身体の役割に注目して、人間による
世界の認識の仕方が言語の意味的特徴
や文法的特徴をどのように動機づける
かを論じる。 

 
(2) 実証的な言語研究手法の確立 
(a) 定量的な言語分析手法の改良（平成 26

年度～平成 27 年度）： 申請者が提唱し
てきた定量的な意味分析モデルを精緻
化する。特に、従来のモデルで、最も主
観的に決定されてきた、意味的・談話的
情報に関して、Atkins(1987)による意味
の分類基準や、WordNet（シソーラス）
などを使用することで、客観性の高い分
類基準を提示する。 

(b) 質的で定性的な研究の導入（平成 27 年
度～平成 29 年度）： 前置詞の意味を動
機づける人間の空間認知の方法を論じ
るため、上下・内外などの基本的な空間
認知に関するアンケート調査や、空間的
な位置と結びついた抽象的な概念に関
する心理実験を行う。特に、言語が認識
にどの程度、影響を与えるかを調べるた
めに、カリフォルニア大学での在外研究
等を利用して、日本語母語話者と英語母
語話者の対照実験を行う。 

(c) 実証的な研究の組み合わせ方の検討（平
成 28 年度～平成 29 年度）： これまでに



行ってきた3種類の言語分析の方法論を
統合して、実証的な言語研究をするため
に必要となる収束証拠を示す方法論を
提示する。 

(3) 英語教育への応用研究 
(a) 英和辞典の前置詞の項の執筆（平成 28

年度～平成 29 年度）： 本研究で行った
前置詞の詳細な記述を用いて、英和辞典
の前置詞の項の執筆を行う。特に、前置
詞の多義的な意味の関係を明示的に示
せるような項目のデザインを考案して、
英語学習の助けとなるような、前置詞の
実践的な記述を行う。 

 
４．研究成果 
(1)記述研究 
・前置詞の語彙関係の中で、類義性と反義性
に注目をして、類義的・反義的な関係にある
前置詞が示す非対称的な振舞いの分析を行
った【論文⑥】 
・45 の前置詞を例にして、コーパスを用いた
前置詞の名詞的用法の分析を行い、前置詞の
特徴の体系的な記述を文法的な観点から進
めた【論文⑦】 
・前置詞とその副詞形である不変化詞は、そ
れぞれどのような場所で現れやすいかを、身
体性の観点から考察した。【論文③】 
 
(2)理論研究 
 認知言語学と談話機能言語学の学際的な
研究を推し進めるため、両者の接点となる現
象である具体レベルの構文に注目しながら、
両言語学の統合を試みる共同研究を行った。
【論文①】 
 
(3)方法論 
・認知言語学におけるコーパスを用いた研究
手法の紹介を行った。これまでの用法基盤モ
デルに基づく実証的な研究を概観した。【図
書①】 
・定量的な意味分析モデルを用いた動詞不変
化し構文や前置詞の多義性、反義性、類義性
の分析手法を示した。【発表⑦】 
 
(4)応用研究 
・様々な前置詞に見られる基本的な語彙関係
を分析することで、英語の辞書の執筆を行っ
た。【図書②】 
・実証的な言語分析手法を行うための入門書
の一章を執筆した。【図書①】 
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